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１．研究概要 

RaspberryPi を使用して時刻と気象情報を表示

する時計の製作を通じてRaspberryPiの基礎から

応用的な技術を身につけた。 

 

２．研究の具体的内容 

（１）使用機器 

・RaspberryPi ３ ＭＯＤＥＬ B 

     

写真１ RaspberryPi 本体 

 

 

・３.５インチ TFT 液晶 タッチパネル 

写真２ タッチパネル  

 

 
 

 
（２）OS のインストール 
 RaspberryPi を使用するために OS をインストー

ルしなければならないので、 
https://www.RaspberryPi.org/downloads/ 
 上記のサイトからRaspbianをインストールした。 
 参考にさせていただいた方々が Raspbian 
を使用していたので自分も Raspbian を使用するこ

とにした。 
 
（３）chrome のインストール 

 

写真３ chrome のインストール用コマンド 
 
時計を表示させるためにブラウザ chrome を写

真３の１】のコマンドを使用してインストールした。 
次に写真３の２】のコマンドを実行し、chrome が自

動的に起動するように設定した。 
 

（４）時計表示のためのスクリプト 

写真４のスクリプトを terminal で入力した。 

 

写真４ 時計表示のためのスクリプト 

  



 
９・１０行目のスクリプトは Chrome を表示中に

電源を落とした場合キャッシュに何も残らなく

するためのものである。 

 

入力したスクリプトを実行すると… 

 

 

         

 

 

 

写真５ 実行結果 

 

写真５のように表示される。 

 

（５）時計表示の終了機能の追加 

写真６のスクリプトを写真４のスクリプトに

追加することで、時計の画面を終了しデスクトッ

プへ移動することが可能になる。 

３．研究のまとめ 
 

当初は気象情報を表示するだけではなく、時刻

等を音声で教えてくれる機能やアラーム機能を

付ける予定だったが、思っていたより作業がスム

ーズにいかず製作スケジュール等が大幅に乱れ

てしまい悔しくも断念せざるおえなくなってし

まった。課題研究を通じて改めて自分にどれほど

の実力があるのかを知ることができたと同時に

ものづくりの難しさを知ることができた。 

今回作成した時計は、文字のカラーや書体など

の変更や文字化けをしないようになどと改良を

加えていくことが今後の課題である。 

そしてこの時計を私生活で活用できるものにし

て卒業後も有効に活用していこうと考えている。 
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 写真６ 追加スクリプト 

 


